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星座の日周運動は、何故起こるか。また季節ごとに変化する理由
南天の空では、すべての恒星は東の空から昇って西の空に沈む。北天の北極星も、小さな円を描いて反時計回りに回っている。これらの恒星は一日にほぼ一回転するので、この回転運動を恒星の日周運動と呼んでいる。
　恒星の日周運動（星座の日周運動）は、地球が自転しているための見かけの運動である。地球自転の証拠は、フーコー（フランス、1819～1868）によって得られた。
フーコーは、パリのパンテオン寺院のドームから28ｋｇの鉄球を67ｍの鋼鉄線でつった振り子の振動実験を行い（1851）、振り子の振動面が上から見て時計回りに変化していくことを確かめた。振り子をつったドームは、地球に固定されているので、地球の自転につれてドームも動いていく。このとき、寺院の北側より、南側のほうが、移動速度がわずかに大きいので、寺院は、反時計回りに回転していくことになる。このため、地球に固定された観測者には、振動面が、反時計回りに回転していくように見え、これは振り子の振動面を変化させる転向力が働いた結果と感じられる。（数研出版「理科Ⅰ」）
このように自転とは、ある1つの天体が回っている現象のことをいい、自転による現象として、恒星の日週運動が起こるのである。

次に、星座が季節ごとに変わる要因として、地球の公転運動をあげる。公転とは、ある天体のまわりを他の天体が回っている現象のことをいう。この公転による現象として、年周視差や年周光行差が挙げられる。年周視差とは、星は天球上で楕円を描いて運動するように見える年周運動の長半径で、大まかには、太陽から見た天体の方向と地球から見た天体の方向の角度の差のことをいう。一方、年周光行差とは、運動している観測者が見た天体の見かけ上の位置が、観測者が静止しているときに比べ、進行方向前方にずれて見える現象をいい、この効果は光源の速度が光速に近いほど大きくなる。このような理由から、星座は地球から見たとき、季節ごとに変化する。
まとめ：星座の日周運動が起こるのは、地球の自転のためであり、季節ごとに変化するのは、公転運動のためである。
参考：数研出版「理科Ⅰ」
